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見に行こう　聴いてみよう

よ
り
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

「
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す

環
境
基
本

計
画
で
考
え

る

「
環

境
」
の
範
囲

・
内
容

と
は

やすらぎと潤いを与えてくれる緑は大切にしたいですね

環

境
基

本
計
画

は

、
皆

さ
ん
の
生

活
に

密
着
し

た

「
ま
ち

の
静

か
さ

や

清

潔
さ
」

な
ど

の
公

害

要
素

の
問
題

や

「
み
ど

り

や
生
き
物

と

の
ふ
れ

あ

い
」

な
ど

の
自

然
要
素

の
問

題
、

そ

し

て

「
ま

ち
な

み

の
ゆ
と
り

や
美
し

さ

」

な

ど

、

ア

メ
ニ

テ

ィ
（
快

適

）

要
素

の
三

つ

の
問
題

を
視

野
に
入

れ

て

策
定
す

る
予

定
で
す

。

ま
た

、
計
画

に

は
、
①

一
〇
二

〇

年

（
平

成
3
2年
）

の
松

戸
市

の
環

境

を

ど
う

い
う
姿

に
す

べ
き

か

（
＝
環

境

の
あ

る
べ

ぎ
姿
）

②
そ

の
姿
を

達

成

す
る

た
め

に
は
ど

の
よ
う

な
問

題

が
あ

る
の
か
③
問

題

に
対
し

て
ど

の

よ

う
な
対

策
を

、

ど
の
よ
う

な
目

標

で

実
施
し

て

い
く

の
か
①
計

画

の
進

捗

状
況

や
見
直

し
を

図

る
た
め

の
情

報

を
ど

の
よ
う

に
把

握
し

、
計
画

を

管

理
す

る
の

か
が
記

載
さ

れ
ま
す

。

市

民

の

要

望

を

反

映

さ

せ

る

た

め

の

ア

ン

ケ

ー

ト

調
査

を

実

施

市

で
は
、
市

民

の
皆

さ
ん

の
環

境

に

関

す

る

さ

ま

ざ
ま

な

考
え

や

意

見

、
意

識

や
要

望

を
基
本

計
画

に
反

映

さ
せ

る
た

め
、
四

つ
の
視
点

か
ら

昨

年
９

月

「
環
境

に
関
す

る
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
」
を
実
施

し
ま

し
た

。

①
将

来
の
都
市

ビ
ジ

ョ
ン
を
左

右
す

る
基
本
方
向
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

「
環

境

の
保

全

重
視

」

か

「

利
便

性

の
一
層

の
向

上
」

か
。

②
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
ど
の
く
ら
い

の
レ

ベ
ル

の
「
自

然
的

な
要
素

の
取

り
入

れ
」
を

支
持

す

る
の
か

（
エ
コ

ロ

ジ
ー
志

向
）
。
「
人
工

的

な
姿

」
か

「
半

自

然

的

な
姿

」

ま

た

は

「
自

然

的
な
姿

」
支

持
か

。

③
「
環

境
保
全

価
値

」
と
「
経
済

的
、

個
人
的

価
値
」

の
ど
ち

ら
を

優
先

に

考
え

る
の

か
。

④
環

境
政
策

に
市

民

が
ど
の

よ
う

な

関
わ
り
方
を
望
ん
で
い
る
の
か
。

調
査

は
二

十
歳

以
上

の
市

民
三
千

人
を
無

作
為

に
抽

出
し

、
郵

送
に

よ

り
行

い
ま
し

た

。
回
収

率
は

六
一
丁

四
％

で
し

た
。

ご
協
力

あ
り

が
と
う

ご

ざ

い
ま
し

た

。

多

種

多

様

な

価

値

意

識

ア

ン

ケ

ー
ト

調
査

の
結

果

、
「
松

戸
市
を

今

後
ど

の
よ
う

な
ま

ち
に

し

た

い
か
」

と

い
う

問

い
に

対

し

て

、

「
多

少

騒

々
し

く

て

も

、
で

き

る

だ

け

都

市

施

設

の

整

っ
た

便

利

な

ま

ち
」
を
望
む
便
利
志
向
の
人
は
約
三

割

、
「
多
少

不

便

で

も

、
で

き

る

だ

け

目
然

が
豊

か
で
静

か
な
ま

ち
」

を

望
む
自
然
志
向
の
人
は
六
割
近
く
を

占

め
ま
し

た

（
表
Ｉ

）
。

ま

た

、
「

ど

の
よ

う

な

基
本

方

針

に

立

っ
て

、
市

内

の
み
ど

び
を

増

や

す

の

が
好

ま
し

い
か

」
の
問

い
で
は

、

み

ど
り

の
形
態

に
よ

っ
て
好

み

は
少

し

ず

つ
異

な

る
も

の
の

、
少

な
ぐ

と

も

木
々

の
み

ど
り

や
河
川

の
岸

辺
に

つ

い
て

は

、
「

人

工

管

理

型

」

や

「
自

然

維

持
型

」

で

は

な

く

、
自

然

の
状

態

を

よ
り

多

く

残
し

な

が
ら

、

人
の
手
に
よ
る
管
理
を
加
え
て
い
く

「
半

人

工

的
自

然
管

理

型

」

の
方

針

が
支
持

さ
れ

て

い
ま

す

（
表
２

）
。

次
に

、
調

査
結
果

を
組

み
合

わ
せ

て

分
析
し

、

ア
ン

ケ

ー
ト
回
答

者
を

次

の
四

つ

の
タ
イ

プ
に
分

類
し

ま
し

た

（
＝
環
境

保
全

意
識
類

型
）
。

Ａ
・：
深
緑

の
環

境
派

緑
の
増
や
し
方
は
自
然
的
な
姿
を

支
持
し

（
強

エ
コ

ロ

ジ
ー
志
向
）
、

同
時
に
、
環
境
に
対
す
る
価
値
観
も

高
い
人
（
強
環
境
価
値
志
向
）
。

Ｂ
…
薄
緑
の
環
境
派

緑
の
増
や
し
方
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
人
工
的
な
姿
を
支
持
し
、
環
境

に
対
す
る
価
値
観
は
高
い
人
。

Ｃ
・：
エ
コ
ブ
ー
マ
ー

緑
の
増
や
し
方
は
、
自
然
的
な
姿

を
支
持
す
る
が
、
実
は
、
環
境
よ
り

は
経
済
的
価
値
な
ど
、
他
の
価
値
を

優
先
す
る
人
で
、
流
行

に
乗
っ
て

い

る
と
思
わ
れ
る
人
。

Ｄ
・
：
利
便
重
視
派
（
環
境
軽
視
簒

エ
コ
ロ
ジ
ー
志
向
も
、
環
境
に
対

す
る
価
値
観
を
と
も
に
低

い
人
。

こ
の
四
つ
の
区
分

ご
と
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
見
た
の
が
表
３

で
す
。
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
が
大
き
く
異

な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
昨
ま
す
。

環
境
の

あ
る
べ
き
姿
を
考
え

環
境
基
本
計

画
を
策
定
し

ま
す

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
異
な
る

環
境
保
全
意
識
と
ま
ち

づ
く
り
の
基

本
方
針
を
踏
ま
え
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
の

価
値
や
環
境
の
価
値
を
ど
の
よ
う
に

考
え
、
事
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入

れ
る
か
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、
二

〇
二
〇
年
の
松
戸
市
の
環
境
の
あ
る

べ
き
姿
は
何
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
ど

う
達
成
し
て

い
く
の
か
を
十
分
検
討

し
て
、
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今後どのようなまちにしたいですか

(表3)

まちづくりの基本方向と環境保全意識
(表2)
みどりを増やす基本方針は

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90 100(％)

口　 自然志向のまちづくりを支持

匚コ　 便利志向のまちづ＜リを支持

：　　ｉ　その他一一一

0　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100 （％）

卜　｜　非常に人工的な姿（人工管理型）を支持
一 一

ｌ　二」 半人工的自然管理型を支 持

匝 ］　非常に自然的な姿（自然 維持型 ）を支 持

その他

ご
意
見

・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

今
回
紹
介
し
た
の
は
、
調
査
結
果
の
一
部
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
詳
し
く
知
リ
た
い
人
の
た
め
に
、
分
析
結
果
報
告
書

の
閲
覧
と
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
環
境
管
理

課
の
窓
ロ
ヘ
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

囗

は
前
月
比

人 口 と 世 帯　2 月1日現在

[- 239]

[- 187]

5
2
1
惱

[-

460,909人

233,969人

226,94C 人

173,571世帯[- １

人口

男

女

世帯

②

③

主な内容

春の火災予防運動が
始まります

臨時福祉特別給付金を支給

助け合う気持ちがささえる

国
の
環
境
政
策
の
基
本
方
針
で
は
、
「
健
全
で
恵
み
豊
か
な
環
境
は
人

間
の
健
康
や
文
化
的
な
生
活
に
不
可
欠
で
あ
り
、
我
々
は
環
境
の
恩
恵

を
現
在
お
よ
び
将
来
の
世
代
が
享
受
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

市
で

は
、
こ
の
よ

う
な
国
の
基

本
的

な
考
え
方
や
松

戸
市
の
自
然

的
・
都
市
的
環
境
の
現
状
、
市
民
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
市
独
自
の

目
標
実
現
の
た
め
の
環
境
政
策
の
基
本
的
な
方
針
と
な
る
「
環
境
基
本

計
画
」
を
、
平
成
１
年
1
2
月
ま
で
に
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
は
、
二

〇
二
〇
年
（
平
成
3
2年
）
の
達
成
を

め
ざ
し
、
各
担
当
課
で
具
体
的
な
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

靂
環
境
管
理
課
企
画
閼
整
係



干葉県知事選挙・干葉県議会議員

補欠選挙が行われます
靉市選挙管理委員会事務局

松
戸
市

で

は
、
県

知
事

選
挙

の
ほ

か
に
県

議
会
議

員

補
欠
選

挙

が
行

わ

れ
ま
す

。
県
議

会
議

員
補

欠
選

挙

は

松

戸
市

南
選

挙
区

と

松
戸

市
北

選
挙

区

の
二

つ
に
分

割

さ
れ
て

い
ま

す

の

で
（
表

１
参

照
）
、

注
意
し

て
投

票
し

て
く
だ

さ

い
。

不

在

者

投

票

も

利

用

し

て

必

ず

投

票

を

投
票

日
に

次

の
よ
う

な
理
由

で
投

票

に
行

け

な

い
人

は
、

あ
ら

か
じ

め

不

在
者

投
票

を
す

る
こ
と

が

で
き
ま

す
（
表

２
参

照
）
。

①
投

票

日
に
自

分

の
投
票
区

域

外

で

仕
事
等
に
従
事
す
る
予
定
の
人

②
や
む

を
得

な

い
用
務

で
市
外

に
滞

在
見

込
み

の
人

⑤
病
気
、
出
産
な
ど
の
た
め
、
歩
行

が
著

し
く

困
難

な
人 春

の
火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す

市

内

の
昨
年

一
年
間

の
火

災

は
全

体
的

に

は
減
少

し
ま
し

た

が
、
住

宅

な

ど
の
建

物
火

災
は
逆

に
増

加
し

ま

し

た
（
表

１

）
。
焼
死
者

は

、
住
宅

や

共
同

住
宅

火
災

に
よ

る
も

の
で

、
特

に
災

害
弱

者
と

い
わ
れ

る
高
齢
者

が

七

割
を
占

め
て

い
ま

す
。

ま
た
火

災

の
原
因

は
、「
放
火

や
放

火

の
疑

い
」

に
よ

る
も

の
が
相

変
わ

ら

ず
上
位

を
占

め
て
い
ま

す
（
図

１
）。

(図1)

スト ーブ

6件

(表1)県議会議員補欠選挙不在者投票(表2)

小

金

支
所
管
内

・
小
金

原
支
所

管

内

・

馬
橋
支
所

管
内

・
新
松
戸

支

所
管
内

本
庁
管
内

・
常

盤
平

支
所
管
内

・

六

実

支

所

管

内

・
矢

切

支

所

管

内

・
東
部
支
所
管
内

会場 市 役 所 各支所

日

時

知事選挙

2月2ﾜ 日 ㈲

～3 月15日出

県議補欠選挙

3月ﾜ日銜

～15 日出

3月ﾜ 日銜

～15 日出

午前8時30 分～ 午後5 時

持
ち
物

投票所整理券と認め印

対

象
市内全域の選挙人

各支所の所

管区域の選
挙人

放
火
さ
れ
な
い
・
放
火
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
よ
う

・
家
の
周
り
を
明
る
く
す
る
。

・
夜

間
、
建
物

の
周

辺
に

紙
製
品
（
雑

誌
・
新
聞

紙
・
段

ボ
ー
ル
等

）
や
ゴ

ミ
類
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物
を
置

か

な

い
。

・
ゴ
ミ
は

指
定

さ
れ
た
日

の
朝

に
出

す

。

・
共
同

住

宅
等

の
通
路

・
階
段
下

な

ど

、
人
目

に

つ
き
に

く

い
場
所
に

燃
え

や
す

い
物

を
置

か
な

い
。

高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

・
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
、
避
難

対
策
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

火災件数の比較(表1)

卜 平成８年 平成７年 増　減

建　物 冂 ９ ９１ 冂

林　野 ０ １ ▲　１

車　両 冂 ２５ ▲　８

その他 ３２ ５２ ▲２０

合　計 １５８ 冂９ ▲囗

・
消
防
署
が
行
う
防
火
診
断
を
積
極

的

に
受

け
ま
し

ょ
う

（
消

防
署

で

は
、
ひ

と
ひ

暮
ら
し

高
齢

者
世

帯

な
ど

の
防
火

診
断

を
行

っ
て

い
ま

す
。

ご
協
力

を
お
願

い
し

ま
す

）
。

診

断
を

希
望

さ

れ
る
人

は
、
消

防

局
救

急
防

災
課

ま
で

ご
連

絡
ぐ

だ
さ

丶

Ｏ

Ｖ

お
や
す
み
前
・
お
出
か
け
前
に

も
う
一
度
火
の
元
の
点
検
を

大
規
模
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
が

各
消
防
署
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

避
難
・
初
期
消
火
・
救
出
救
護
な

ど
各
種
訓
練
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
近
く
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

９

絲

午
前
９
時
4
5分

９

絲

午
前
1
0時

９

日

午
前
９
時
3
0分

７
㈲

午
前
1
0時

６

㈲

午
後
３

時

６

團

午
後
２

時

２
日

午
前
1
0時

２

皹

午
前
1
0時

３
／
１

倒

午
後
１
時

日
　

時

北
仲
町
公
園

小
金
原
一
の
一
九
空
き
地

柿
ノ
木
台
小
学
校

八
ヶ
崎
公
園

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

松
寿
園

大
倉
記
念
病
院

八
景
台
湧
水
広
場

新
松
戸
中
央
公
園

栄
町
第
二
公
園

会
　
場

舞
救
急
防
災
課
指
導
係
公
3
6
3
・
1
1

1
1
番

市
・
県
民
税
の
申
告
は
３
月
1
7日
㈲
ま
で
で
す

住
民
税
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か
？

申

告
を
す

る
人
・：
平

成
９
年

１
月

１
日

現
在

、
市
内

に
住

ん
で

い
て
、

平

成
８
年

中
に
所

得

が
あ

っ
た
人

や

退
職

し

た
人

な
ど

※
所

得

が
な
く

、
ど

な
た

の
扶
養
に

も
な

っ
て

い
な

い
人
も

、
4
1告

が

必
要

で
す

。
4
1告

を
し

な

い
と

、

各
種
手

続

き
に
必
要

な
証

明
書

等

の
交
付

が
受

け
ら

れ
ま
せ

ん

。

申
告

を
し

な
く
て

も
よ
い

人
・：
給

与
所

得

の
み

で
、
勤

務
先

か
ら
給

与

支

払
報

告
書

が
市
役

所
に

提
出

さ
れ

て

住
民

税

が
天

引

き
さ

れ
る
人

（
勤

務

先

で

確
認

し

て

く

だ

さ

い
）
。
所

得

税

の
確
定
4
1
告
書

を
提
出

す

る
人

※
給
与
所

得
以

外

の
所
得

が
二
十
万

円

以
下

の
人
は

、
確

定
申

告

の
必

要

は
あ
り

ま
せ

ん
が
、
市

・
県

民

税

の
4
1
告

は
必
要

で
す

。

準

備

す
る
も
の
：

命

収

支
の
分

か

る
帳

簿

な
ど
②
源

泉

徴
収
票

・
給

与

明

細
書

・
支
払

調
書

な
ど

③
８
年

中

に

支
払

っ
た
健

康
保

険
料

・
国

民
年

金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険

料

・
医

療
費

な

ど
の
領

収
書

ま
た

は
証
明

書

ぶ
印
鑑

⑤
配
偶

者

の
収
入

が
分

か

る
も

の

受
付
日
時
：
３
月
1
7
日
丱
ま
で
の

１

削
８

時
3
0分

～
午

後
５

時

（
土

・

日

曜
日

を
除
ぐ

）

受
付
場
所
…
市
役
所
本
館
二
階
大

会

議
室

・
各
支

所
一
（
た
だ
し

３
月

３

日

か
ら

常
盤
平

ふ
耕
松
戸

支
所

は
市

民

セ
ン

タ

ー
に

、
東

部
支

所
は

東
部

ク
リ

ー
ン
セ

ン
タ

ー
会
議

室
に

変
わ

り

ま
す

）

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
期
間
中
は
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

舞
市

民
税
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
期

間
を
４
月
に
変
更
し
ま
す

毎
年
３
月
１
日
か
ら
2
0日
の
間
に

行

っ
て
い
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
を
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

の

た
め
、
今
年
に
限
り
４
月
に
変
更
す

る
予
定
で
す
。

縦
覧
期
間
は
、
決
ま
り
次
第
広
報

ま
つ
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

舞
資
産
税
課
税
課

教

育

委

員

会

会

議

を

開

催

２

月

＾
３日

困
午
後

２
時

か
ら
　

会

場
教
育

委
員

会
五

階
会

議
室
　

議

案

お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い

黷
教

育

青

貝
会
企
画

調
整

室

登
3
6
6・

7
4
5
5

番

油

流

出

事
故

の

届

け

出

が

義

務

づ

け

ら

れ
ま

す

４
月
１
日
か
ら
、
油
の
流
出
事
故

の
際
に
は
応
急
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
事
故
の
状
況
等
に
つ
い
て
の

届
け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

届
け
出
は
、
迅
速
性
を
要
す
る
た

め
、
必
ず
し
も
文
書
で
行
う
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
油
を
貯
蔵
す
る
施
設
・
油
水

分
離
槽
を
設
置
す
る
事
業
場
・
水
質

汚
濁
防
止
法

の
特
定
事
業
場

届
出

先
市
環
境
保
全
課
水
質
保
全
係

頽
環
境
保
全
課
水
質
保
全
係

国

民

健

康

保

険
の

加

入

届

を

お

忘

れ

な
く

国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
が
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
備
え
、
日

ご
ろ
か
ら
お
金
を
出
し
合
っ
て
万
一

の
と
き
の
医
療
費
に
充
て
よ
う
と

い

う
、
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

わ

が
国
で
は
、
「
国
民
皆
保
険
制

度
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち

は
皆
い
ず
れ
か
の
公
的
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
ぐ
、
す
べ

て
の
人
が
加
入
者
ど
な
り
ま
す
。

加
入
の
届
け
出
は
、
加
入
の
事
実

が
生
じ
た
と
き
か
ら
十
四
日
以
内
に

行
う

よ
う
義
務

づ
け
ら

れ
て

い
ま

す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
証

が
な
い
た
め
医
療
費
を
全
額
自
己
負

担
し

な
け
れ

ば
な
ら

な
く
な

っ
た

り
、
保
険
料
を
さ
か
の
ぽ
っ
て
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
加
入
の
届
け
出
を
し
て
い

な
い
人
は
、
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

黷
国
民
健
康
保
険
課

「
水
質

事

故

」
に

気

づ

い
た

ら

連

絡

を
！

川
で
魚
が
死
ん
で
い
た
り
、
油
な

ど
が
流
れ
て
い
る
な
ど
の
「
水
質
事

故
」
が
生
じ
る
と
、
飲
み
水
に
影
響

を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

突
発
的
に
起
こ
る
水
質
事
故
に
速

や
か
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

も
し
近
く
の
川
で
水
質
事
故
に
気

づ
い
た
ら
、
市
役
所
な
ど
、
左
記
の

い
ず
れ
か
の
機
関
ま
で
至
急
ご
連
絡

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

運
市
環
境
保
全
課
水
質
保
全
係
、
県

東
葛
飾
土
丕
事
務
所
管
理
第
一
班

昔

3
6
4
・
5
1
3
6

番
、
建
設
省
江
戸
川

工

事
事

務
所
流
水
調
整
課

昔
０
４
７

１
・
2
5・
７
ｑ
Ｘ
ｌ
ｎ
５
番

母

子

家

庭

・

父

子

家

庭

等

児

童

に

入

学

・

就

職

祝

金

を

支

給

こ
の
４

月
に

、
小

・
中

学
校
と

高

等

学
校
（
各

種

学
校
等

含
む

）
に
入

学

す

る
児
童

と

、
中
学

校
を

卒
業

し

て

就

職
す

る
児
童

の

い
る
母
子

家
庭

・

父

子

家
庭
等

に
祝

い
金
を

差
し
上

げ

ま

す

。

対

象
３
月

１
日

現
在

、
市
内

に

住

所

が
あ

り
引

き
続

き
居
住
見

込

み
の

母

子
家

庭
と
父

子

家
庭

支
給
額
入

学

＝
八
千

円

、
就
職

＝
七
千

円

（
各

児
童
一
人
に
つ
き
）
　
必
要
書
類
等

①

３
月

１
日
以

降

に
発
行

さ

れ
た
住

民

票
（

家

族
全
員

）
②

印
鑑

③

扶
養

者

名
義

の
預
金

通
帳
（

郵

便
局

は
除

く

）
④

高
等

学
校

入
学

の
場

合
は
入

学

許
可

証
等

の
写
し

兩

３

月

３
日

丱
～
1
3
日

本

の
間

に

、

母

子

家
庭

は
福
祉

事
務
所

、
父
子

家

庭
は
援

護
課

の
窓
口

へ

市
役
所
へ
は
電
車
や
バ
ス
で

２
月
・
３
月
は
、
駐
車
場

が
特
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、

ご
来
庁
の
際
に
は
、
電
車
・

バ
ス
等
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

舞
管
財
課
庁
舎
管
理
係

便
利
さ
に
　
慣
れ
て
忘
れ
る
　
火
の
こ
わ
さ



生
ご
み
処
理
機
の

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

家

庭
か
ら

出

る
生

ご
み
を

減
量
し

て
堆

肥
化

で
き

る
「
生

ご
み

処
理

機
」

を
、

無
料

で
貸
し

出
し

ま
す

。

対
象
市
内
に
住
所
が
あ
り
（
実
際

に
居

住
し

て

い
る
人
）
、
減

量
化

・
堆

肥
化

し
た

生
ご

み
を
自

家
処

理
で

き

る
人

貸

出
機
器

ナ

シ
ョ
ナ

ル

「
リ

サ
イ

ク

ラ

ー
」
、
ナ

シ
ョ
ナ

ル
「
生

ご

み
イ

ー

タ
ー
」
、
三

洋
電

機
「
ゴ

ミ
ナ

イ

ス
」
、
三

井

ホ

ー
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｍ

」
、
日

立
家

電
「
生

ご
み
処

理
機
」（
各

一
台
）

川井敏久
｜

；

ｌ

新年度の予算編成を終えて

貸
出

期
間
原

則
と
し

て

六
ヵ
月

※
電
気
代
は
各
自
の
負
担
に
な
り
ま

す
。
応
募

者
多

数

の
場

合

は
抽
選

。

複
数

機
器

の
申
し

込
み

は

で
き
ま

せ

ん
。

匣

３
月
1
4
日

窗

〔
消

印
有

効
〕

ま
で

に

、
往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・

電

話
番

号

・
希
望

機
器
名

・
希
望
理

由

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
松

戸
市

根
本

三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所

清

掃
管
理

課

ご
み

を
減

ら
す

係
へ

生ごみを堆肥化して減量する家庭

用生ごみ処理機

島
根
県
沖
で
発
生
し
た
タ
ン
カ

ー
か
ら
の
重
油
流
出
事
故
に
よ
る

環
境
破
壊
を
防
ご
う
と
、
大
勢
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
毎
日
の

よ
う
に
海
岸
で
重
油
の
除
去
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
少
し
で
も
役
立
て

て
い
た
だ
こ
う
と
職
員
が
自
主
的

に
タ
オ
ル
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
を
知
っ
た
市
民
の
方
々
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
タ
オ
ル
を
お
寄
せ
い

緑あふれる安全で安心なまちづくり
をめざします

臨時福祉特別給付金が

支給されます

た
だ
き
ま
し
た
。
早
速
、
現
地
の

対
策
本
部
に
送
ら
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

種
々
の
会
合
な
ど
で
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
「
景
気
は
相
変
わ
ら
ず

悪
い
し
、
税
金
の
伸
び
も
な
さ
そ

う
で
予
算
編
成
は
大
変
で
す
ね
」

と
心
配
の
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
新
年
度
の

予
算
編
成
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

現
在
、
一
般
会
計
政
府
予
算
に

つ
い
て
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
伸
び
率
は
9
6年
度
当

初
予
算
の
対
前
年
度
比
率
五
・
八

％
を
大
き
く
下
回
る
三
・
〇
％
増

に
と
ど
ま
り
、
ま
た
政
策
的
経
費

で
あ
る
一
般
歳
出
も
九
年
ぶ
り
に

一
％
台
と
低
い
状
況
で
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
の
予
算
編

本
年
４

月

か
ら
、

消
費

税
率

の
引

き

上

げ
や
地
方

消
費

税

が
導

入

さ
れ

る
こ
と

に
な
り

ま
し

た

が
、
こ

れ
に

伴

い
老

齢
福
祉

年

金
や
特

別
障
害

者

手

当

の
受

給
者

、
低
所

得

の
ね
た

き

り

の
高

齢
者

等
、
六

十
五

歳
以
上

の

低

所
得

の
方

々
に
対

し
て

、
臨
時

福

祉

特
別

給
付
金

が
支

給
さ

れ
る
こ

と

に
な
り

ま
し

た
。

具
体

的
な

支
給

額
と
支

給
対
象

者

は
次

の
と
お

り
で

す
。

臨

時

福

祉

給

付

金

支

給
額
・
：
対

象
者

一
人
に

つ
き

一

万

円支

給
対
象
者
：

平

成
９

年
２

月
Ｉ

囗
（
基

準
日
）
現
在

、
本
年

２
月
分

の

次

の
い
ず

れ
か

の
年
金
ま

た

は
手

当

を
受

給
で

き
る
人

①
老

齢
福

祉
年

金

②
障
圭
暴

礎
年

金

の
う
ち
旧

障
吉

備
祉

年
金

に
相
当

す

る
も

の
首

班
族

基
礎
年

金
の
う
ち

旧

母
子

・
準
母
子

福
祉

年
金

に
相
当

す

る
も

の
④
児
童

扶

養
手

当
⑤
特
別

児
童

扶

養
手
当

⑥
特
別

障
害

者
手
当

⑦
障

害

児

福

祉
手

当

⑧

福

祉

手

当

（
経
過

措
置

分
）
⑤

原
爆

被
爆

者
諸
手

成
の
指
針
と
な
る
地
方
財
政
計
画

の
規
模
は
、
対
前
年
度
比
一
丁

一

％
増
と
、
実
質
的
に
は
昭
和
5
9年

度
以
来
の
低
い
伸
び
率
に
な
っ
て

い
ま
す
。

松
戸
市
に
お
い
て
も
財
政
の
根

幹
を
な
す
市
税
収
入
の
落
ち
込
み

は
近
年
激
し
く
、
平
成
７
年
度
決

算
で
は
対
前
年
度
を
上
回
っ
た
も

の
の
、
大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な

い
極
め
て
深
刻
な
事
態
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
市
の

当
初
予
算
は
、
総
額
一
千
九
百
四

十
五
億
七
千
五
百
十
七
万
円
で
前

年
度
当
初
比
一
丁

九
％
の
増
。
一

般
会
計
予
算
は
、
一
千
六
十
四
億

一
千
七
百
万
円
で
前
年
度
比
一
・

六
％
の
増
で
し
た
。

特
に
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
事

当群

剛
Ｖ

③

＝
国

民
年

金
課

、
①

・

⑨

＝
援
護
課

、
⑤

卜
⑧

＝
し

あ
わ
せ

課

臨

時

特

別

給

付

金

支
給
額

…
対
象

者

一
人
に

つ
き

一

万
円支
給
対

象
者
・：
六
十
五

歳
以

上

の

人

（
昭
和

７
年

２
月

１
日

以
前

に
生

ま

れ
た

人
）

で
、
平

成
８

年
度
分

の

個

人

の
市

民

税

が
課

さ

れ
な

か
っ
た

人

（
他

の
人

の
控

除
対
象

配
偶

者
ま

た
は
扶

養
親

族
と

な

っ
て

い
る
場
合

は
、
他

の
人

に
市

民
税

が
課

さ
れ
な

か

っ
た
場
合

に
限

り
ま

す
）

※
な

お
、
基
準

日
（
平

成
９
年

２
月

１

日

）
に
生

活

保
護
を
受

け

て

い
る

人

な
ど

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
制
度

か

ら

別
途
同

様

の
措
置

が
と

ら
れ

る

予

定
で

す
の
で

福
祉

給
付

金

・
特

別

給
付
金

は
支

給

さ
れ
ま

せ

ん
。

黯

な
が

い
き
課

臨

時

介

護

福

祉

金

支

給
額
…
対

象

者
一
人

に

つ
き
三

万

円支

給
対
象

者
・：
基

準
日

（
平
成

９

務
事
業
の
見
直
し

や
経
費
の
節
減

人
口
理
化
な
ど
に
努

め
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
要

望
が
多

い
防
災

対
策
や
福
祉
、
教
育

、
自
然
環
境

の
整
備
・
保
護

な
ど
、
市
民
生
活

に
密
接
に
関
連
す

る
施
策
を
着
実

に
進
め
る
た

め
の
予
算
を
組
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

新
年
度
は

、
私

か
取

り
組
ん
で

い
る
行
政
リ
ス
ト

ラ
実
施
計
画

の

二

年
次
目
に
当

た
り

ま
す

。
ま
た

、

西
暦
二
〇
二
〇
年

を
目
標
と
す

る

。

新
し

い
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と

な

る
総
合
計
画

を
市

民
の
皆

さ
ん
の

ご
協
力
を

い
た
だ
き
な

が
ら

策
定

す
る
松
戸
市

に
と
っ
て
は
大
変

重

要
な
年
で

あ
る
と
考
え
て

い
ま

す

。

来

る
べ
き
二

十
一
世
紀
に
向
け

て
、
こ

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で

全
て

の
市
民

が

い
き

い
き
と
暮

ら

せ

る
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り

年
２
月
１
日
）
に
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
か
、
平
成
８
年
度
分
の
市

民
税
所
得
割
が
課
さ
れ
な
か
っ
た
人

（

他
の
人

の
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

他
の
人
に
所
得
割
が
課
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
に
限
り
ま
す
）

①

基
準
日
（
平
成
９
年
２
月
１
日
）

に
、
平
成
８
年
８
月
１
日
以
前
か
ら

ね
た
き
り
ま
た
は
痴
呆
等
の
状
態
に

あ
る
た
め
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し

て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
人
（
昭
和
７

年
２
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

）

②
禾

年
２
拜
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
ま
た
は
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）
を
受
給
で
き
る
人

※
な
お
、
介
護
福
祉
金
は
同
一
の
人

が
福
祉
給
付
金
や
特
別
給
付
金
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で
も

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

固

小
＝
な
が
い
き
課
、
②
＝
し
あ
わ

せ
課

※
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
３

月
５
日
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

と
、
緑
あ
ふ
れ
花
が
咲
き
誇
る
ま

ち
、
清
い
流
れ
に
囲
ま
れ
た
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

予
算
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
４

月
５
日
号
の
広
報
ま
つ
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

予
算
終
え
し

窓
に
ほ
の
ぼ
の梅
の
花

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
市
政
に
対
し

て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
建
設

的
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
（
１
月
末
現
在
三
百
三

十
二
件
受
信
）。

Ｆ
Ａ
χ
3
6
6
・
2
3
0
1
番

バ
ブ
ル
景
気
後
の
こ
こ
数
年
、

女
子
学
生
の
就
職
状
況
は
氷
河
期

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
７

年
度
は
そ
れ
に
「
超
」
の
字
が
つ
い

た
ほ
ど
で
し
た
が
、
で
は
薄
日
が

差
し
は
じ
め
た
と

い
う
８
年
度
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

最
終
的
な
結
果
は
４
月
の
集
計

を
待
た
な
い
と
は
っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
1
2月
の
時
点
で
は
、
四
年

制
大
学
の
内
定
率
は
全
国
平
均
で

七
六
％

、
前
年
度
の
同
時
期
と
比

べ
て
二

こ
ニ
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
ア
ッ

プ
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
大

学
院
・
四
年
制
大
学
で
七
七

・
八

％
、
短
大
・
高
等
専
門
学
校
等
で

七
二

よ
（

％
と
わ
ず
か
な
が
ら
上

向
き
の
よ
う
で
す
。
た
だ
教
員

な

ど
の
一
部
業
種
で
は
、
こ

の
時
点

で
は
結
果
が
出
て
お
ら
ず
、
そ
の

た
め
か
内
定
率
は
五
七
％
と

い
う

大
学
も
あ
る
な
ど
、
現
実
は
そ
う

甘
く
な

い
よ
う
で
す
。
な
か
な
か

内
定

が
と
れ
ず
、

パ
ラ

パ
ラ
し
た

人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。こ
の
よ
う
な
中
で
、
さ
ら
に
女

子
学
生
に
は
つ
ら
い
状
況
が
あ
っ

た
と
、
労
働
省
婦
人
少
年
室

が
ま

と
め
て

い
ま
す
。

例
え

ば
、
女
子
で
あ
る
こ
と
を

理
由
に
応
募

の
機
会
す
ら
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
男
女
不
問
と
言
っ

て

い
な
が
ら
実
際
は
女
子
の
募
集

は
な
い
、
自
宅
通
勤
者
の
み
、
浪

超氷河期の次は？

鬪女性センターゆうまつど

≪364 ―8778番

人

・
留
年
不
可

な
ど
と
い
っ
た
募

集
時
に
枠
を
は
め
ら
れ
た
例
。
足

が
棒
に
な
る
ま
で
会
社
め
ぐ
り
を

し
て
や
っ
と
面
接
を
受
け
た
と
こ

ろ
、
仕
事
と
は
関
係
の
な
い
恋
愛

の
経
験
を
聞
か
れ
た
な
ど
、
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
ま
が
い
の

質
問
で
不

愉
快
な
思

い
を
し
た
と

い
う
よ
う
に
、
七
割
以
上
の
女
子

学
生
が
腹
立
た
し

い
経
験
を
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

既
に
来
年
度
に
向
け
て
の
就
職

活
動

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
頼
み
も
し
な
い
会
社
案
内
が

男
子
学
生
に
は
送
ら

れ
て
く
る
一

方
で
、
女
子
学
生
に
は
会
社
説
明

会
の
日
程
さ
え
も
教
え
て
も
ら
え

な
い
と

い
う
話
も
聞
き
ま
す
。
平

成
９
年
度
に
は
、
大
企
業
と
大
学

と
で
交
わ
し
て

い
た
就
職
協
定

が

な
く
な
り
ま
す

。
そ
の
影
響
は
女

子
学
生
や
男
子
学
生
に
ど
の
よ
う

な
形
で
現
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
で
き

て
十
年

。
罰
則
規
定
が
な
く
強
制

力
も
な
い
と
言

わ
れ
て
き
た
こ
の

法
律
で
す
が
、
募
集
・
採
用
時
の

男
女
差
別
の
禁
止
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
改
正
案
が
間
も
な
く
国
会
に

提
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

法
律
の
施
行
は
平
成
1
1年
か
ら
と

少
し
先
に
な
る
よ
う
で
す

が
、
女

子
学
生
に
と
っ
て
福
音
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

祺 果こ,參
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る
こ
と
に
よ
り
保
険

料
を
支
払

っ
た

こ
と

に
な
り
ま
す

。

も
し
届

け
出

が
さ
れ
て
い
な
い
と
、

将

来
年

金
を

受

給

で
き

な
く

な

っ

た

り

、
年

金
額

が
減

額

さ
れ

た

り

す

る
場

合

が

あ
り

ま

す

の
で

、

忘

れ

ず
に
届

け
出
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

加入

国
民
年
金
に
は
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
ま
す

国
民
年
金
加
入
者
は
三
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す

第
一
号
被
保
険
者
・：
日
本
国

内
に
住
所
の
あ
る
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
で
、
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
自
営
業

者
、
農
林
漁
業
者
、
自
由
業
者
の

人
と
そ
の
家
族
お
よ
び
学
生

第
二
号
被
保
険
者
・：
現
役
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
や
公
務
員
等
共
済
組

合
の
組
合
員

第
三
号
被
保
険
者
…
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
（
厚
生
年
金
・
共
済
組
合

給付

の
被
保
険

者
）
に
扶
養
さ
れ
て

い

る
配
偶
者

で
二
十
歳
以
上
六

十
歳

未
満
の
人

年
金
を
受
け
る
と
き
は

必
ず
請
求
し
て
く
だ
さ
い

支
給
が
受
け
ら
れ
る
の
は
三
つ
の
基
礎
年
金

六
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
国
民
年
金

に
は
加
入
で
き
な
い
の
？

任

意

加
入

者

六

卜

歳

に

達

し

て

も

受

給

資

格

期

間

を

満

た

す
こ

と

が
で

き

な

か

っ
た
人

が
、
不

足

期
間
（
五

年

以

内

）

を

満

た

す

た

め

に

加

入

で

き

る

ほ

か

、

年

金

額

を

増

や

す

た

め

に
加

入

す

る

こ

と

も

で

き

ま

す

。

高
齢
任
意
加
入
の
特
例

六
十
五
歳
に

達
し

て
も
年
金
受

給
権
が
確
保
で

き
な

い
人
は
、
七

十
歳
に
な

る
ま

で
の
問
で
、
受

給

権

を
得
る
ま
で
加
入

す
る
こ
と

が

で
き
ま
す
（
昭
和
3
0年
４

月
１
日

以

前
に
生
ま

れ
た
人

の
み
）
。

助け合う気持ちがささえる

種類 こんな時 給付条件 年金額（年額）

老

齢

基

礎

年

金

原則として

65 歳から

保険料を納めた期間（免

除期間などを含め）が25

年以上ある人

785,500 円

(この金額は40 年間保険

料を納めた場合)

障
害
基
礎
年
金

病気やけが

で障害が残

った時

保険料を納めた期間と免

除の期間が加入期間の３

分の２以上あること（初

診日が平成18 年 ３月31日

までにあるときは､初診日

の属する月の前々月まで

の１年間のうちに保険料

の滞納がなければよいこ

とになっています）

１級障害　981,900 円

２級障害　785,500 円

子の加算(1人につき)

第1 ～2 子226,000 円

第３子以降ﾜ5,300 円

遺
族
基
礎
年
金

夫に先立た

れたら

(生計を維持

されていた

子どもを持

つ妻、また

は子ども)

亡くなった人が老齢基礎

年金を受けられる資格期

間を満たしているか、死

亡日前の加入期間のうち

保険料を３分の２以上納

めていることが必要です

(平成18 年 ３月31E] 以前

に死亡した場合は、死亡

した日の属する月の前々

月までの１年間に保険料

の滞納がなければよいこ

とになっています)。

受給者が妻で

子が１人　1,011,500 円

子が２人　1,23ﾜ,500 円

子が３人以上　2 人の額

に1人につきﾜ5,300 円を

加算

子が１人のみﾜ85,500 円

今や、｢人生80 年時代｣です。世界で一番の長寿社会で暮らして

いる私たちにとって、長くなった第二の人生を有意義に過ごすた

めにも、国民年金の果たす役割は大切なものとなっています。

国民年金は、やがて誰にでも訪れる老後や、いつ起こるか分か

らない万一の時に備えて、国民がみんなで支え合う制度です。

20 歳になったら加入しましょう。

[腹国民年金課

あ な たの年 金額 は ………………?

老齢基礎年金（年額）の計算式（平成８年度額）

785,500 円 ×
保険料納付済月数゛保険料免除月数｀ｊ‾

加入可能年数　×　１２ヵ月

●年金額の計算例

昭和16 年4月２日以後の生まれで国民年金の加入期間のみの場合

〔保険料納付34 年(408ヵ月)・保険料免除6年(72ヵ 月)〕

408 ヵ 月＋72 ヵ 月× ÷

学 生 の 皆 さ んも

20 歳 か ら 第 １号 被 保 険 者 で す

平成３年４月から 、これまで国民

年金の加入が任意だった学生の皆さ

んも 、強制加入となりました。

≒707,000 円
IWW/XyJ l　l にyXyJ ″`

785,500 円　
×　　

４ ０ 年　 ×　1　2 ヵyi

納付

年
金
の
第
一
歩
は

保
険
料
の
納
付
か
ら

二
十
歳
か
ら
加
入
し
て
六
十

歳
ま
で
の
四
十
年
間
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
六
十
五
歳
か
ら
満
額
の
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

12,300 円

(平 成8年度)

保 険 料

1人あたり月額

12,800 円

(平成9年度)

保
険
料
の
納
付
方
法

国民年金の保険料は､年齢･所得･
性別に関係なく全国一律です。

毎

月
の
保
険
料

は
、
納
付
書

に

よ
っ
て
、
翌
月

の
末

日
ま
で
に

金

融
機

関
で
納

め
ま
す

。

保
険
料
の
納
付

は
、

便
利

で
安
心
な

口
座
振
替
を
！

口
座

振
替
を
利
用
す

れ

ば
、毎
月

振
り

込
む
手
間

が
省
け

る
ば
か
り

か
、
納
め
忘
れ
も

な
く

安
心
で
す

。

※
保
険
料
を
滞
納
す

る
と
、
年

金

が
受

け
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
年

金
額
が
減
額

さ
れ
た
り
す

る
こ

と
も
あ
り
ま
す

。
期
日
内
に

必

ず
納
め
ま
し

ょ
う

。

保

険

料

の

免

除

制

度

保
険
料
は
、
二
十

歳
か

ら
六

十

歳
ま
で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
間
に

は
、
病
気
・
入
院
・

失
業

や
災
害
な

ど
で

所
得

が
な
く

な
り

、
ど
う
し
て

も
保
険
料
を

納

め
る
こ

と

が
で
き
な

い
こ

と
も
あ

り

ま
す

。
そ

の
場
合
、

保
険
料

が

免

除

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

の

で
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

学

生

の

保

険

料

免

除

学

生

に

は

所

得

が

な

い
場

合

が

多

い

の
で

、

学

生

の

保

険

料

免

除

に

つ

い
て

は

、

親

の
所

得

に

よ

っ

て

決

め

ら

れ

ま

す

。

そ

の

場

合

、

親

と

同

居

か

別

居

か

、

国

公

立

の

学

生

か

私

立

の

学

生

か

、

そ

の
他

に

二

十

歳
以

レ
１．
の
学

生

の

兄

弟

等

が

い

る

か

ど

う

か

に

よ

っ

て

、

保

険

料

免

除

の

所

得

慕

準

額

が
変

わ

り

ま

す

。

た

だ

し

、

学

生

本

人

に

所

得

税

が

課

税

さ

れ
て

い
る

と

き

は

免

除

さ

れ

ま

せ

ん

。

保

険

料
追

訥
制

度

保
険
料

を
免
除

さ
れ
た
場
合

、

免

除
期
間

は
年
金

の
受

給
資
格
期

間
と
し

て
計
算
さ

れ
ま

す
。

た
だ

し
、
老

齢
基
礎
年
金
額

を
計
算
す

る
と
き

に
は
、
免
除
期

間
の
三
分

の
一
だ
け

が
保
険
料
納

付
済
期
間

と
し
て
計
算

さ
れ

る
の
で
、
そ

の

分
年
金
額

が
減
額

さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す

。
免
除
を
受

け
た
人
で

も
、
そ

の
後
保
険
料
を

納
め

る
こ

と

が
で

き
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き

は
、
十
年

前
の
分
ま
で

さ
か

の
ぼ

っ
て
、
免

除
さ
れ
て

い
た
期
間

の

保
険
料
を
納

め
る
こ
と

が
で
き
ま

す
。
追
納
す

る
場
合
は

、
当
時

の

保
険
料
額

に
加
算
額

（
三
年

以
上

経
過
後

の
追
納
分
）
が
っ
き
ま

す
。

※
付

加

保

険

料

第
一
号
被

保
険
者
は
希
望

に
よ

り
、
付
加
保

険
料
を
納

め
ら

れ
ま

す
。
付
加
保

険
料
を
上
積
み
し

て

納
め
た
人
は

、
付

加
年
金

が
老

齢

基
礎
年
金
に
加

算
さ
れ
ま
す

。

一
ヵ

月
四
百
円

●
昭

和
1
6
年

４

月
１

日
以

前

に
生

ま

れ

た
人

の
特

例

昭
和
1
6年
４

月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
国
民
年
金
が
発
足
し
た
昭
和

3
6年
４

月
１
日
に
は
二
十

歳
を
超
え
て

お
り

、
六
十
歳
に
達
す
る
ま
で
の
す
べ

て
の
期
間
保
険
料
を
納
付
し
た
と
し
て

も
、
満
額
の
年
金
を
受
給
す
る
の
に
必

要
な
四
十
年
を
満
た
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

、
左
の
表
の
よ
う
に
生
年
月
日

に
応

じ
て
「
加
入
可
能
年
数
」
が
決
め
ら
れ
、
こ
の
期
間
の
す
べ
て
に
保
険
料
が
納

付
さ
れ
て
い
れ
ば

、
四
十

年
加
入
の
人
と
同
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

資格期間および加入可能年数早見表

第１号被保険者の独自給付

生年月日 。詣 。Ｊ 偏
大正巧年4月2日～昭和２年4月1日 21年 25 年

昭和２年4月2Eﾖ～昭和３年4月旧 22年 26 年

昭和３年4月2E]～昭和４年4月IEﾖ 23年 2ﾜ 年

昭和４年4月２日～昭和５年4月1日 24年 28 年

昭和５年4月２日～昭和６年4月1日 29 年

昭和６年4月２日～昭和７年4月1日 ・　30年

31 年

32 年

33 年

昭和７年4月2E]～昭和８年4月1日

昭和８年4月２日～昭和９年4月1日

昭和９年4月２日～昭和扣年4月1日

昭和10年4月２日～昭和11年4月1[ﾖ

昭和11年4月２日～昭和12年4月1日
25年

34 年

35 年

昭和12年4月2日～昭和13年4月1日 36 年

昭和13年4月２日～昭和14年4月1日 3ﾜ 年

昭和14年4月２日～昭和巧年4月1日 38 年

昭和15年4月２日～昭和16年4月1日 39 年

昭和16年4月２日以後 40年

第１号被保険者には、老齢・障害・遺族基礎年金以外に。

次の給付があります。

●付加年金

定額の保険料に月額400 円の保険料を上乗せして納めた人が､ 納めた

月数×200円( 年額) の金額を老齢基礎年金に加算されて受け取ること

ができます。

(例)10 年間付加保険料を納めた場合

10年×12月×200 円=  24,000円の金額が上乗せされて受け取れます。

● 寡婦年金

老齢基礎年金を受ける資格期問を満たした夫が(婚姻期間10年以上)

年金を受けずに死亡したとき、妻が60歳から65歳になるまでの間、夫

が受給できた老齢基礎年金の４分の３が受けられます。

●死亡一時金

３年以上の保険料を納めた人が､ 年金を受給しないで死亡したとき、

生計を同しくしていた遺族に支給されます。年金額は、保険料納付月

数によって、120,000 円から320,000 円です( 付加保険料納付期間が３

年以上ある場合は､さらに8,500円か加算されます)。ただし、その遺族

が遺族基礎年金を受けられる場合には支給されません。また､死亡一時

金と寡婦年金の両方を受けられる場合は、どちらか一方を選択します。

六

十

歳

か

ら

受

給

す

る

こ

と

も

で

き

ま

す

老
齢

基
礎
年
金

の
受

給
開
始
は
原

則
と
し
て
六

十
五
歳

か
ら
で
す

が

、
希

望
に
よ
り
六

十
歳
以

上
六
十
四

歳
以

下

（
繰
り
上

げ
支
給
）
、

六
十
六

歳
以

ヒ
七
十

歳
以

下
（
繰
り
下

げ
支
給

）
か
ら
受
け

る
こ
と

も
で
き

ま
す
。
た
だ
し

、
繰
り
上

げ
請
求
を
す

る
と
、
支

給
率
は
生

涯

変
わ
り

ま
せ
ん

。

繰り上げ・繰り下げ支給率

年金の価値は守られます

国民年金は、その時々の物価の変動に応じて年金額

の改定を行う「完全自動物価スライド制」が導入され

ていますので、物価上昇によって年金の価値は目減り

しません。

第
三
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出

第
三

号
被

保
険
者

（
サ
ラ

リ

ー

マ
ン
の
配

偶
者
な

ど
）
に

該

当
し

て

い
て

も
届

け
出

を
忘

れ

た
り

、
該
当
し

た
と

き
か
ら
二

年
以

上

経
っ
て
か

ら
届

け
出

を

し
て
い
る
場
合
（
届
出
を
し

た
と

き

か
ら
二
年

以
上
前

の
期
間

に

つ
い
て
は
保

険
料

の
未

納
期

間

と
な
り
ま

す
）
、
特

例
届

出
期

間

※受給資 格期間とは、老齢基礎年 金を受 けるための
最低限 必要な期間

国

民

年

金

推

進

員

制

度

国
民
年

金
推
進
員

が
各
家

庭
を
訪
問
し

て
、

納
付
相

談
等
を
行
っ
て

い
ま
す

の
で
、

お
気
軽

に

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

平成 ９年１月か
ら基礎年 金

番号が スター
ト！

各制度（国民
年金、厚生年金

保険、共済組
合）ごとにつ

けられている年
金手帳の記号

番号が、各制度
共通の基礎年

金番号として
ーつになります

。　これにより、
一人ひとりの

年金加入記録
の把握が確実と

なり、年金相
談やお知らせな

どのきめ細かい
サービスが可能

になりました
。

なお、基礎年
金番号の導入に

伴う特別な手続
きはありま

せん。

国民年金または
厚生年金保険に

加入中の人は、
現在の年

金手帳の記号
番号が基礎年金

番号になります
。

第
三
号
被
保
険
者
は
、
本
人

が
保
険
料
を
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
保
険
料
は
、
ご
主

人
等
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年

金
お
よ
び
共
済
組
合
か
ら
国
民

年
金
制
度
へ
拠
出
金
と
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
の
で
届
け
出
を
す

と
し
て
平
成
９
年
３
月
3
1日
ま

で
に
届
け
出
を
行
え
ば
、
昭
和
　
届
出
期
限
は

6
1年
４
月
１
日
以
降
で
未
納
に
　
　
　３

月

飢

Ｂ

で

す

な
っ
て
い
る
期
間
が
保
険
料
納

付
済
期
間
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
で

年
金
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

自
営
業
者
等
の
人
が
、
国
民
年
金

保
険
料
の
ほ
か
に
国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
て
掛
け
金
を
納
め
る
と
、
国

民
年
金
基
金
の
年
金
を
受
け
ら
れ
、

設
計
で
き
ま
す
。

対
象
者
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満

の
第
一
号
被
保
険
者
で
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

加
入
方

法
口
数
制
で
す
が
、
一
口
か
ら
加
入

老

齢
基

礎
年

金
と
併
せ
て
、

厚

生
年

金
並

み

の
年

金

が

で

き
ま

す
。
一

口
当

た
り

の
掛

け

金

は
加
入

時

の
満

年
齢
別

で

、
一

ヵ
月

の

掛
け

金

が
六
万

八
千

円
以

内

な
良

将
口

で

も
加

入
で
き
ま

す

。

受

け

取

る
年

金

月

額

一
囗

め
は
三
万

円

、

二

囗

め
以
降

は
一
口
当
た
り
一
万
円
税
制
の

特
襾

丗
け
金
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
に
な
り
、
受
け
取

る
年

金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

国民年金
第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

自営業者、農林漁業者、自由

業者等の家族および学生など

手続きは各個人で行い、保険

料は自分で納めますＯ

サラリーマン・公務員など

国民年金にも加入しますが、

保険料は加入している制度から

支払われますので、自分で納め

る必要はありません。

サラリーマンに扶養されてい

る配偶者で20 歳以上60 歳未

満の人　　 。

届け出をしてください。保険

料は配偶者の加入している制度
から支払われますので、自分で
納めることはありません。



情報

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

講
座
・
講
演

音

楽

の

広

場

２
月

Ｓ
日

火
午

後
１

時

誚
分
～

３

時

匐
分

会

場
市

民
劇

場

善
用

テ

キ
ス

ト
代
二

千
七
百

円
（
初
回

の
み
）

黷

矢
切
公

民
館

容
沺

・
1
2
1
4

番

（
月

曜
休

館
）

市

民

大

学

講

座

「

差

別

と

人

権

侵

害

」

３

月
７
日

～

３
日

の
毎

週
金

曜
日

（
全
四

回
）
、
午
前
1
0
時

～
1
1
時

丿
分

会
場

女

性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う
ま

つ
ど

対

乖

市
内
在

住

・
在

勤

・
在
学

の
十

六
歳

以
上

の
人

定
員
先

着
三

十
人

内

容

①

在

阡
外
国

人
の
権
利

と
人
権

②

夊
性
差

別
と
人

権
侵
害

③
部
落
差

別
と

人
権

意
識
④

イ
ン

ド
の

カ

ー
ス

ト
と
不

可

触
民
　

講
師

立
正

大

学
教

授

・
落
合

淳

隆
氏

ほ

か

費

用

無

料

惠

電
話

で
矢
切
公

民
館

登
沺

・
1
2

1
4

番

へ

（
月
曜
休

館
）

春

休

み

天

文

教

室

［
接

近

Ｉ

ヘ

ー
ル

ー
ボ

ッ

プ

彗
星

］

講

演

会

３
月
2
7日
困
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
会
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
室

対
乖
車
引

仕
住
の
小
学
校
四
年
生
以

上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
で
）

謹
師
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

・
木
村
常
在
氏

窖

貝
先
着
五
十
人

巷
爾
熹

料

匣
３
月
2
1日
窗
〔
消
印
右
効

〕
ま
で

に
、
往
復
（

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
松
戸
一
三

八
九
の
一
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
（
昔
沺
・
1
2
3
7

番
）
へ

保
健
・
衛
生

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予
防

接
種ポ
リ
オ
（
急

性
灰
白

髄
炎

）
予

防
接

種

を
下

表

の
と
お
ひ

実
施

し

ま
す

。

平

成
８
年
1
2
月

１
日

～
９
年

１
月

3
1日

生
ま

れ
の
人

に
は

、
３
月

上
旬

に
通

知
を
し

ま
す

。
通

知
対

象
者

で

２
月
1
5
日
以

降

に
住
民

登
録

を
し

た

人

は
、
申
し

込

み

が
必
要

で

す

。

ま

た
、

生
後
三

ヵ
月

以
上

七
歳

六

ヵ
月

未
満

で
、
二

回
飲

み
終

わ

っ
て

お
ら

ず
、

予
診
票

を
持

っ
て

い
な

い

人
も

申
し
込

み

が
必
要

で
す

の
で

、

直
接

各

保
健
セ

ン

タ
ー

・
各

支
所

の

市
民

健
康

相
談

室
で
申

し
込

む

か
、

（

ガ
キ
記

入
要

領
を
参

照
し

て
申

し

込

ん
で
く

だ
さ

い

。

熟

年

男

性

の

料

理

教

室

３

月
1
2日

水

～
1
4日

窗

、
午
前
1
0

時

丿
分
～

午
後

１
時

丿
分

会
場

市

民
会

館
　

対

乖

市
内
在

住

の
六
十
歳

以

上
の
男

性

（
三
日

間
と

も
参
加

で

き

、
こ

の
料
理

教
室

に
初

め
て
参

加

す

る
人
）
　

定
－
貝
三
十

人

曹
用

千

円惠

３

月
３
日

丱

〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に

、（

ガ
キ

に
住
所
・
氏

名
・
年

齢

・

電

話
番
号

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
松

戸

市

本
町

一
四

の
二
第

一
生
命

ビ
ル
内

松

戸
市

社
会
福

祉
協

議
会

「
熟
年

男

性

の
料

理
教
室

」
係

（
登
沺

・
0
5

0
3

番

）
へ

※
応
募

者
多
数

の
場

合

は
抽
選

野

鳥

観
察

会

３
月
２
日
㈲
午
前
８
時

丿
分
松
戸

駅
東
ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
前
1
1時

洳
分
現
地
解
散
（
雨
天
中
止
）
　
会

場
市
川
市
大
町
自
然
観
察
園
　
持
ち

物
筆
記
具
・
観
察
用
具
な
ど
　
春
兩

交
通
費
実
費

鰒
扉
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

昔
湎
・
9
8
4
6

番

※
旧

問
診
票

を
持

っ
て

い

る
人

は

、

集

団
接

種
会

場
で
交

換
し

て
使
用

で
き

ま
す

。

黷

保

健
衛
生
課

予
防
衛

生
係
｛
一一
沺
・

7
4
8
4

番

会　　場 期日

受
付
時
間

午

後１

時Ｓ
２

時
巧
分

ら
予
診
票
が
あ
れ
ば
予
約
は
不
要
丶Ｊ

冫

１

ミ冫Ｅ

ｌ

ｌ

中央保健センター
3/1OC月)

3/26 團

五香市民センター

松飛台市民センター 3/ 5 休）

東部市民センター 3/25 ㈲

馬橋東市民センター 3/18C火)

健康増進センター 3/14R

常盤平市民センター
3/ 6 休）

3/24C月)

明市民センター 3/ 3(月)

古ヶ畸市民センター 3/26 團

稔台市民センター 3/11W
小金原市民センター 3/13 休）

新松戸市民センター
3/ 7 ㈲

3/28R

小金保健センター
3/ 4(火)

3/19 團

馬橋市民センター 3/170月)

六実市民センター 3/1 m
二十世紀が丘市民センター 3/27W

ポ
リ
オ
日
程
表

ハガキ記入要領

松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ

ン

タ

ー

（
テ

ク

ノ
2
1
）

講

座

案

内

圃

左
記
事
務
所
窓
口
で
先
着
順
で
受
け
付
け

膸
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
小
金
原

一
の
一
九
の
三

昔
3
4
9
・
3
2
0
0

番
）

成
人

歯
科

健

康

診
査

期
間
３
月
3
1日
非
ま
で
　
対
象
３

月
3
1日
ま
で
に
四
十
歳
以
上
に
な
る

人
　
内
容
歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診
と
相

談

善
乕

無
料

惠
直
接
、
実
施
医
療
機
関
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

崑
健
康
課
保
健
係
昔
鰯
・
7
4
8
6

番愛

の

献

血

２

月
2
8日

窗
午

前

拍一
時
～
午

後
４

時

会

場
ダ
イ

エ
ー
新

松
戸
豈

則

黯

松

星
尿
ラ
不
オ
ン
ス

ク
ラ
ブ
容
3
8
4
・

8
2
8
0

番

ス
ポ
ー
ツ

野

球

ル

ー
ル

審

判
技

術
講

習

会

３
月
９
日
㈲
午
前
９
時
～
午
後
４

時

会
場
運
動
公
園
（
会
議
室
・
球

場
）
　
費

塵
二
千
円

兩
当
日
会
場
で

黷
松

戸
市
野
毬
昊

が

野
々
下
容
沺
・

8
2
6
9
番

山

ス

キ

ー
教
室

３
月
９
日
㈲
午
前
５
時
伊
勢
丹
松

戸
店
前
集
合
、
午
後
８
時
帰
着
予
定

命
里
長

野
県
湯
の
丸
山
　
対
象
高
校

生
以
上

官

貝
先
着
三
十
五
人

費

用
一
万
円

鰒
松
戸
市

田
岳
協
会
・
高
橋
登
沺
・

1
8
0
0
番

あ
な
た
の
健
康

自
己

表
現

を

身

に
つ

け

る
話
し

方
講

座

３
月
1
1日

・
2
5日
、
４
月
８
日

・

2
2日
、
５
月
６
日
の
各
火
曜
日
（
全

五
回
）
、
午
後
６
時
～
８
時

丿
分

会

場
市
民
劇
場
　
内
容
自
分
も
相
手
も

大
切
に
し
た
温
か
い
話
し
方
・
聴
ぎ

方
が
で
き
、
心
豊
か
な
表
現
力
を
理

論
と
実
践
を
交
え
て
身
に
つ
け
る

霍

貝
先
着
二
十
人

費
用
三
千
円

崋
電
話
で
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・

堀
口

昔
０
４
７
１

・
洌
・
0
2
4
5

番
へ

癌
の
放
射
線
療
法

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

講 座 名 日　　時 定員・費用

ワープロ・

パソコン講座

①3/19(dO ・21 銜午後

②3/27 困 ・28 窗午前

③3/27 困 ・28 窗午後

吝6人

5,000 円

ワ ープロオア

シス基礎講座

3/13(:木)・14 窗 ・　 。

17 ㈲ ・18 ㈹　 午後

各10 人

鉈,000 円

ワープロソフト

一太郎入門講座
3/ 1(土)・　8圉

ロータス1-2-3

基礎講座

3/ 6 休)・　７㈲・　．

１０(月)・11(火) 午後

ロータス1-2-3

応用講座

3/ 6 休)・　7銜 ・ 。

１０(月)・11(火) 午後

※午前＝午前9時30分～午後O時30分、午後＝午後IE侍30

分～4時30分　土曜日＝午前9時30分～午後4時30分

各コースともテキスト代2,000円が別にかかります。

マ
ッ
キ
パン
ソト
コッ
ンシ
講ュ
座

講 座 名 日　　時 定員・費用

初心者入門講座
3/11C 火)・12 冰)・　_＿

18(火)・19 團　
午剛
各5人

巧,000 円
初級講座

3/ 6 休)・　7窗 ・　_＿

１３(木)・14 廊　
午削

※午前＝午前9時30分～正午

各コースともテキスト代2,000円が別にかかります。

癌
（
が
ん
）
の
治
療
法
に
は
、
手

術
・
放
射
線
療
法
・
化
学
療
法

・

ホ
ル
モ
ン
療
法

・
温
熱
療
法

・
レ

ー
ザ
ー
治
療
・
遺
伝
子
療
法

・
免

疫
療
法
な
ど
種
々
あ
り
、
癌
の
種

類
・
性
質
・
進
行
度
一
年
齢
な
ど

い
ろ

い
ろ
な
条
件
を
考
慮
し
て
、

最
も
適
し
た
方
法
が
選

ば
れ
治
療

効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

す

べ

て

の

細

胞

を

破

壊

す

る

放

射

線

も
と

も
と

放

射

線
は

癌

細
胞

で

あ

れ
、
正

常

細

胞
で

あ

れ

、
細

胞

を
殺

す
強

い
力

を
持

っ
て

い
ま
す

。

た

だ
癌

細

胞

の
よ
う

な

細

胞
分

裂

の

盛

ん
な

細
胞

で

は
、

放
射

線

の

効
果

が
よ

り
大

き

い

の
で

す

。
さ

ら

に
、
正

常
細

胞

は
放

射

線

の
障

害

か
ら

回
復

す

る
力

が
あ

り
ま

す

が

、
癌

細

胞

は
こ

の
回

復
力

が
大

変
弱

い
の

で
す

。

放

射
線
療
法

の
工
夫

と
進
歩

し
か
し
、
放
射
線
を
癌
細
胞
に

当
て

る
と
、
周
り

の
正
常
細
胞
に

も
多
少
の
影
響
が
出
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
癌
細
胞

に
は
最
大
の
効
果
を
与
え
、
正
常

細
胞
に
は
最
小
の
影
響
で
済
ま
せ

る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
す

。

こ

の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
放
射

線
療
法
の
ひ
と
つ
は
、
コ

バ
ル
ト

遠
隔
照
射
装
置
や
リ
ニ
ア
ッ
ク
装

置
・
ガ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
な
ど
で
、

少
し
離
れ
た
場
所
か
ら
放
射
線
を

照
射
し
治
療
す
る
方
法
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
ラ
ジ
ウ
ム
や

イ
リ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
放
射
性
同
位

元
素
を
使
っ
て
、
局
所
の
癌
に
で

き
る
だ
け
近

づ
け
て
照
射
し
治
療

す
る
方
法
で
す
。

最
近
で
は
生
活

の
質
（
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
・
オ
ブ
こ
フ
イ
フ
）
の
向
上

に
配
慮
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
技

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

４

月
３

日
～

７
月
3
1
日

の
毎
週
木

曜
日

①
怎

圜
９
時

か
ら

②
怎

削
1
0時

匐
分
か
ら
　

会

場
栗

ケ
沢
公

園
庭
球

場

対
乖

市
内
在

住

・
在

勤

者

費

用

一
万
二
千
円
（
保
険
料

を
含
む

）

匣

３

月
７
日

窗
〔
必
着

〕
ま

で
に

、
往

復
（

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
希

望
時
間

（
第

二
希

望
ま

で
）

・
返
信
用

あ

て
名
を

記
入
し

て

、

〒

2
7
0
松
戸

北
郵

便
局
私

書
箱

一
二
号

松

戸

市

テ
ニ
ス
協

会
（
平

本
昔
學
6
7

8
4

番

）
へ

術

の
進

歩
を

駆
使

し

て

、

か
な
り

高

い
治

癒
（

ゆ
）
率

を

達
成

さ
せ

て

い
ま

す

。

放
射
線

療
法
の

有
効
な
場

合

た
と
え
ば
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
（
し

ゅ
）
と

い
う
病
気
の
大
半
は
手
術

を
し
ま
せ
ん
。
放
射
線
療
法
の
方

が
効
果
的
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か

っ
て
い
る
か
ら
で
す

。
ま
た
、
喉

頭
（
こ
う
と
う
）
癌
は
早
期
で
あ

れ
ば
、
放
射
線
療
法
だ
け
で
治
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。

治
療
例
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
週

五
回
程
度
で
六
週
間
照
射
し
、
計

三
十
回
ほ
ど
に
分
け
て
徐
々
に
癌

細
胞
を
死
滅

さ
せ
ま
す
。
な
お
癌

が
進
行
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
放

射
線
療
法
だ
け
で
は
不
十
分
な
こ

と
も
あ
り
、
手
術
と
組
み
合
わ
せ

た
り
、
化
学
療
法
を
併
用
し
た
り

も
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
放
射
線
療
法
は
、

特
徴
を
生
か
し
て
上
手
に
使
い
さ

え
す
れ
ば
、
癌

の
治
療
上
、
大
変

力
強
い
武
器
に
な
る
の
で
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

チャンネル



お

知
ら
せ

東

松

戸

病

院
泌

尿

器

科
外

来

が

休

診

し

ま

す

休
診
日
２
月

譱
日
水

難
重

立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

昔
沺
・
5
5
0
0

番

2
4時

間

風

呂

の

問

い

合

わ

せ

は

各

販

売

会

社

へ

二

十
四

時
間

風
呂

に

つ
い
て

は
既

に
新

聞
等
で
報
道

さ
れ
て

い
ま
す

が
、

各

社

・
各

機
種

に
よ

っ
て
性

能

や
安

全

基
準

が
一
律

で

な

い
た

め
、
不

安

な

人
は
各

販
売

会
社

へ
直
接

お
問

い

合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

麺

関

東
通

商
産
業

局
生
活

産
業

課

豊

0
3・
Ｑ
り２

１
６

・
にＪ
６

４
１

番

留

学

生

に

部
屋

を

貸

し

て

く

だ

さ

い緲
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
留

学
生
に
無
料
で
部
屋
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
私
費
外
国
人
留
学
生
に
適
切

な
物
件
を
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
場
合

に
は
、
指
定
宿
舎
契
約
金

（
二
年
間

契
約
。
一
契
約
に
つ
き
、
単
身
用
十

一
万
円
、
世
帯
用
十
七
万
円
）

が
交

付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
連

絡
ぐ
だ
さ
い
。

黷
㈱
内
外
学
生
セ
ン
タ
ー
車

只
学
生

住
宅
相
談
所

豊
0
3・
３
３
５
９
・
0

6
3
1
番

建

築

物

防

災
週

間

中

、

防

災
査

察

を

行

な

い

ま
す

３
月
１
日
出
～
７
日
蚩
は
建
築
物

防
災
週
間
で
す
。
期
間
中
、
市
で
は

病
院
・
デ
パ
ー
ト

ー
ホ
テ
ル
・
学
校

等
の
特
殊
建
築
物
を
対
象
に
、
防
災

査
察
や
建
築
物
の
窓

ガ
ラ
ス
・
外
壁

等
の
落
下
物
調
査
を
行

い
ま
す
。

安
全
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

麺
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係

六
実

支

所

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ

会

議

室
を

ご

利

用
く

だ
さ

い

利
用

対
象
町
会
・
自
治
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
　
利
用

時
間
午
前
９

時
～
午
後
９
時
（
第
一
月
曜
日
は
午

後
五
時
ま
で
）
　
曹
用
無
料

惠
使
用
希
望
日
の
二
力
丑

圜
か
ら
、

直
接
六
実
支
所

（｛
一一
ｙ

・
0
1
1
3

番
｝
へ

千

葉

県

史

（
第

二

回

刊

行

）

の

予

約

を

受

け

付

け

中

県

で

は
、「
千

葉
県

史
」
の
編

さ

ん

・
刊

行
を

進
め

て

い
ま
す

。
今
回

の

刊

行
予

定
は
平

成
９
年

３
月

で
す

。

書

名

①

「
千

葉
県

の
歴
史

資
料
編

（
中
世

２
／
県

内
文

書
１

）」
②
「
千
葉

県

の
歴
史

資
料

編

（
近
現
代
４

／
産

業

・
経
済

１
）
」
③
「
千
葉

県
の
自

然

誌
本

編
２

（
千

葉
県

の
大
地

）」
　
概

薺

田

②
Ａ
５

判
千
百

頁
③

Ａ
４
判

八

百
頁

価

格

①
四
千

九
百
円

②
四
千

四
百

円

⑤

九
千

七
百
円

（
い
ず

れ
も

予

定
価

格
）

惠

県
内

の

書
店

商
業

組
合

加
盟
書

店

に
直

接
予

約

。
ま
た

は
（

ガ
キ

に
住

所

・
氏
名

・
電
話
番

号

・
希

望
す

る

巻

名

・
冊

数
を

記
入

し
て

、
〒

沺
千

葉

市

甲
央
区

中

臾
四

の

一
五

の
七
千

葉

県
文

書
館
県

史
予

約
係

（
昔
㈲

・

ｇ

・
7
5
5
3

～
５

番
）
へ

大

学

通

信

教

育

合

同

入

学

説

明

会
大

学
通
信

教
育

を
実

施
し

て

い
る

大
学

・
短
期

大
学

で

は
、
平

成
９
年

度
春
期

入
学

生
を
募

集
し

て

い
ま
す
。

①

３
月
８

日
出
正

午

～
午

後
５

時

②
９

日
㈲
午

前
1
1
時
～

午
後

４
時

匐

分

龠
璢

新
宿

エ
ル

タ
ワ

ー
十
三

階

（
新

撰

感
四
新
宿

一
の
六
の

Ｉ
）
内
容

講
義

内
容

・
学

習
方
法

・
受

講
手

続

ぎ
等

曹
用

無
料

黯

㈱
私

立
大

学
通
信

教
育

協
会

豊
0
3

・
３

３
５

０

・
6
6
8
1

番

松戸市制作番組「命を守る」放映松戸市が制作したビデオ｢ 命を守る

～家庭救急員10 万都市をめざして～｣

が、３月２日(日)午後 Ｏ時15 分・８日出

午前11 時15 分から各15 分間、干葉テ

レビで放映されます。どうぞご覧くだ

さい。

黷広報課

催

し

物

わ

く

わ

く

さ

ん

と

遊

ぼ

う

２

月
2
7
日
啝

①

干
前

稍一
時

丿
分

か

ら

②

干
後
２
時
4
5
分

か
ら

③
５

時
1
5

分

か
ら

、
３
月

１
日
田

④

午
後
２

時

か
ら
⑤
４
時
丿
分
か
会
場
獨
小
馬

榱

市
民

セ
ン

タ

ー
②
青

少

年
会

館

⑤

新
松
戸
東
パ
ー
ク
ハ
ウ
ス
集
会
室
面

⑤

小
金

北
市
民

セ

ン

タ
ー
　

費
用

八

百
円

（
三

歳
以

上
）

※
あ
ら

か
じ

め
チ

ケ

ッ
ト

を
購

入
し

て
く

だ

さ
い
。

匣

直

接
、
松

戸
北

子
ど

も
劇
場

（
新

松

戸
三

の
九
八

の
一

容
匐

・
4
4
4

6
番

）

へ

松

戸

北

子
ど

も
劇

場

低

学
年

例

会

人
形

劇
団
フ

ー

グ
公

演

「

オ

バ
ケ

ち

ゃ

ん
」

３
月
５
日
團
①
午
後
３
時
か
ら
②

５
時
丿
分
か
ら
　
会

場
市
民
劇
場

眥

嚶
卞
三
百
円
（
四
歳
以
上
）

惠
電
話
で
松
村

登
Ｗ

・
4
4
4
6
番

へ傳
（
つ

た

え

）
さ

と

み

版

画

展

３
月

６
日

米
～
1
8
日

㈹
午
前

９
時

～
午
後

９
時

龠
場

寺
嶋
文

化
会

館

（
柏
市
柏

四

の
五

の
三

）
　
曹
用

無
料

舞

謝
寺
島

文
化

会
館

昔
０
４

７
１

・

6
7・
6
1
5
3

番

21世紀の杜と広場パークセンター催し物

[固雲345-8900番

期　　 間 内　　容

展

示

2/18W ～3/ 2( 日)「 絵手紙展」八柱絵手紙の会

3/11C 火)～3/23 日 「キッチンハープ展」企画展

3/25W ～4/ 6( 日)
「野鳥の写真コンクール入選作品

展」聯まつど街と水辺の緑化基金

ウ

オ
ツ
チ
ン

グ

3/15c 午前10 時

～11 時30 分

バードウォッチング

講師…自然解説員・首藤美恵子氏

3/16(1日)午前10 時

～11 時30 分

野草ウォツチング

講師…自然解説員・川端祥子氏

惠当日パークセンターで　費用無料　※雨天中止

相
談

毎週水・土・日曜日

と祝日の午前10 時～

正午と午後1時～4時

みどりの相談員による花や緑に関

する相談( 電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4 時（月曜休館）

※3/1 圉 からは午後4 時30 分まで

募
集
し
ま
す

千

葉

県
特

定

優

良

賃
貸

住

宅

入

居

者

（
家
賃

補

助
付

き
）

を

募

集募
集
任
宅
①
Ｋ
Ｓ
ツ
イ
ン
ー
ボ
ヌ

ー
ル
（
常
盤
平
六
の
二
七
の
七
）
②

ピ
ア
ー
・
エ
ク
セ
レ
ン
ト
（
常
盤
平

七
の
二
九
の

こ
　

間
取
り
等

①
②

と
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階

建
て
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
十
Ｓ
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
全
戸
駐
車
場
あ
り
　
交
通

①
忿
と

も
新
京
成
線
五
香
駅
か
ら
徒
歩
十
二

分

募
惠
Ｆ
数
①
二
十
九
戸
②
二
十

四
戸
　
当
初
入
居
者
負
担
額
①
②
と

も
月
額
六
万
七
千
二
百
円
ま
た
は
九

万
八
千
五
百
円
　
入
居
予
定
日
９
年

６
月
上
旬

舞
千
葉
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
住
宅
課
昔
圓
・
詬
・
7
4
0
5

番

パ

ー
ト
看

護

婦

募

集

対
象
六
十
歳
く
ら
い
ま
で
の
看
護

婦
・
准
看
護
婦
有
資
格
者
　
業
務
内

容
市
立
小
・
中
学
生
の
結
核
検
診

勤
務

場
所
市
立
小
・
中
学
校

勤
務

期
間
４
月
中
旬
～
６
月
　
募
集
人
員

若
干
名

黯
保
健
体
育
課
保
健
係

容
莇
・
7
4

5
9
番

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

「

松

寿

園

」

職

員

募

集

募
集
職
種

看
護

婦
　

勤

務
形

態
日

勤

（
午
前

８
時

丿
分

～
午

後
５
時

丿

分

）
　

勤

務
地
松

寿
園

（
六

高
台
二

の
一
九
の
二
）
　
受
付
日
時
毎
週
月

い

金
曜
日

の
午

前
９

時
～

午
後
５

時

崋

電

話
連

絡
の
上

、
履
歴

書
を

持
参

し

て
く

だ
さ

い
。

黷

特

別

養
護
老
人

ホ

ー
ム
「
松

寿

園
」

昔
誣
・
6
3
5
7

番

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
に
ご
招
待

「
ふ

る
さ
と
球

団
」

を
目
指

し

て

い
る
千

葉
ロ

ッ
テ

マ
リ

ー
ン
ズ

の

ご
好
意

に
よ
り

、
３
月
1
6
日

㈲

の
西

武
と

の
オ

ー
プ
ン

戦

（
試

合

開

始
午
後

１
時
）

に
抽
選

で
五

十

組
（
百
人

）
を

招
待
し

ま
す

。

惠

３
月

４
日

㈹
〔
消
印
右
効

〕

ま

で

に
、
（

ガ
キ
に

住
所

・
氏
名

・

おはなしキャラバン

電
話
番

号

・
「
オ

ー
プ
ン
戦

希
望

」

を
記

入

の
上
、

〒
2
7
1
松

戸
市

根
本

三
八

七

の
五
松
戸

市
役
所

広

報
課

プ
ロ
野
球

オ

ー
プ
ン
戦

係
へ

※
当

選
者

の
発
表

は
招

待
券

の
発

送
を
も

っ
て

か
え

さ
せ
て

い
た

だ
き
ま

す

。

崑

広

報

課

期　日 会　　場 時　　 間 プログラム

2/26 團 図書館本館 午後3時30分～4 時 絵本ほか

26 團 古ヶ崎市民センター

午後3時～4 時
アニメーショ

ン・人形劇

27 ㈲ 八柱市民センター

3/ 6( 木)八ヶ崎市民センター

7銜 矢切総合福祉会館

8圉

森のホール21レセプ

ションホール

おはなしまつリ

午後〇時3C)分～4時
人形劇・おは

なし会ほか

12 因 図書館本館 午後3時30分～4 時 絵本ほか

13 ㈲ 東部スポーツパーク
午後3時～4 時

アニメーショ

ン・人形劇14 銜 和名ヶ谷ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

19 團 小金分館 午後3時～3時4C)分 絵本ほか

26 ㈲ 図書館本館 午後3時30分～4 時 絵本ほか

※図書館利用カードをお持ちください。

対象3～9歳　費用無料

でんわおはなしキャラバン昔3ﾜﾜｰ0000 番

圃市立図書館≪365 ―5115番

○
譲
り
ま
す

〔
家

目
乙

食
堂

テ
ー
ブ
ル
い
す
セ
ッ
ト

無

料
◆

座

い
す
千
円
◆

木

製
壁
面

収

納

棚
三
千

円
◆

四
段

ス
チ

ー
ル

棚
千

五
百

円
◆

脚

折
り
長

テ

ー
ブ
ル
ニ

点

三
千

円
◆

げ
た
箱

八
千
円
◆

カ
ー

ペ

ッ
ト

（
六
畳
用

）
二

千
円
◆

シ
ン

グ

ル
ソ

フ
ァ

ー
ベ

ッ
ド

（
カ
バ

ー
・

ク

ッ
シ

ョ
ン
付

き
）
　一
万

円
◆

シ
ン

グ

ル

ベ
ッ
ド

一
万

円
◆

カ

ー
テ
ン

ベ

ッ

ド
三
千

円
◆

セ
ミ

ダ

ブ
ル

ベ

ッ
ド
ニ

千

円
◆

二
人

掛
け

ソ
フ

ァ
ー
千
円

〔
電

気

用

品

〕

家

具
調
こ

た

つ
無
料

◆

マ
イ

コ

ン
電
気

エ
ア

ー
ポ

ッ
ト
無

料
◆

炊

飯
器

無
料
◆

オ

ー
ブ
ン

レ
ン

ジ

五

千

円

◆

ホ

ッ
ト

カ

ー

ペ

ッ
ト

（
二

畳
用

）
七
千

円
◆

パ
ー
ソ
ナ

ル
冷

温

風
扇

五
千
円

◆
窓

用

ク
ー

ラ
ー
ハ

千
円

◆

冷
蔵
庫

無

料
◆

ニ

ド

ア
冷
蔵

庫

三
千

円
◆
二

層
式

洗
濯

機
千

五
百

円
◆

布
団
乾
燥

機
四

千
五
百

円

・
六

千
円

◆

充
電

式
（

ン
ド

ク
リ

ー
ナ

ー

三
千
円

◆

ワ

ー
プ
ロ

ー
万

円

二
点
◆

プ
リ

ン

タ
ー
付

き

パ
ソ
コ

ン
一
万
円

◆

セ

ラ
ミ

ッ

ク
ヒ

ー
タ

ー
千
円

◆

パ

ソ
コ

ン
用

プ
リ

ン

タ
ー
千
円

〔
子

供

用

品

〕

Ａ
型

ベ
ビ
ー

カ
ー
四

千
円

・
五
千

円
◆

チ

ャ
イ

ル
ド

カ
ー

シ
ー
ト
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
鉦
料

・

二
千
円

・
五
千
円

◆

ベ

ビ
ー

フ
ッ
ク

無
料
◆

は
乳

び
ん
消

毒
器
三

千
円
◆

ベ
ビ

ー
フ
ェ
ン

ス
七
千

円
◆

歩
行

器

千
円
◆

お

ん

ぶ
だ

っ
こ

ひ

も
無
料

・

千
円
◆

ラ
ン

ド
セ
ル

（
赤

・
黒
）

無

料

・（
黒

）
七
千

円
◆

学
習

机
（

い
す

付

き
）

八
千

円
◆

幼
児

用

ミ
ニ

テ

ー

ブ
ル
二
百

五
十
円

〔
ス

ポ

ー
ツ

用

品

・
楽

器

〕

エ
レ

ク

ト

ー
ン
無

料
◆

ス
キ

ー

ウ
ェ
ア

（
レ

デ
ィ

ー
ス
Ｍ
）

九
千
円

◆

ボ

ー
リ

ン

グ
シ
ュ

ー
ズ
（

メ
ン
ス

誂

・
５

門
）
千

円
◆

ゴ

ル
フ
セ

ッ
ト
（
レ

デ
ィ

ー
ス
）

一
万

円
◆

ス
キ

ー

ブ
ー

ツ

（
メ
ン
ス

部
驚
）
九
千

五
百
円

・（
レ

デ
ィ

ー
ス

詆
門
）
三
千

円
◆

テ
ニ
ス

ラ

ケ
ッ
ト

三
千
円

◆

腹
筋

台
二
千

円

〔
日

用

品

〕

石

油

フ
ァ
ン

ヒ
ー

タ
ー

三
千
円

◆

鏡
付

き
コ

ー
ト
掛

け
三
千

五
百
円

◆

カ
ル

シ

ウ
ム
イ

オ
ン
水

精

製
装

置
無

料
◆

圧
力

な
べ
三
千

円
◆

こ
た

つ
板

二
千

五
百
円
◆

座

布
団

五

枚
四

千
円
◆

鼻
洗
浄
器

五
千
円

◆

衣

装

ケ
ー

ス
六
個

無
料
◆

犬
小

屋

（
中

型
犬

用
）

無
料
◆

英
文

電
動

タ
イ

プ

ラ
イ

タ

ー
無
料
◆

ス

キ

ー
キ
ャ
リ

ア

（
屋
根

幅

圃
惣
以
下

対
応

）
三

千
円

◆

老
人

坩
手

押
し

車
五
百

円
◆

介
護

用

電
動

ベ
ッ
ド
五
千

円
◆

木
製

裁
ち

板

三
千

円
◆

プ
ロ
パ
ン
用

風
呂

が
ま

一

万

円

◆
油

絵
キ

ャ
ン

パ
ス
（
川
号

）
五

千
円

◆
人
形

用

ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
七

千

円
◆

コ

ン

パ
ク
ト

カ
メ
ラ
三

千
円
◆

ブ
ラ

ッ
シ
ン

グ
ス
チ

ー
マ

上

二
千
円

◆

タ
イ

ヤ
（
茹
／

的
R
1
4
）
四

本

一
万

円
◆

タ
イ

ヤ
（
1
7
5
／
7
0
R
1
3）
四
本

・

ア

ル
ミ

ホ
イ

ー
ル
セ

ッ
ト

（
ホ
イ

ー

ル

ピ

ッ
チ
P
C
D
1
1
4・
３
）

九
千

円

◆

ス

タ
ッ
ド
レ

ス

タ
イ

ヤ

（
1
7
5
／
6
5

R
1
4）
四

本
五
千

円
◆

タ
イ

ヤ
チ
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（
跖
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／
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オ
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ィ

オ
ラ

ッ

ク
二

千

円

◆
米

び
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レ
ン

ジ
台
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◆

木

製

レ
ン

ジ
台

無
料
◆

キ
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チ

ン
ワ

ゴ
ン
千
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百
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２

月
2
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右
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、
（
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物
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一
人

一
枚
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所
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氏
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・
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号

（
昼

間
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勤
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の
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は
勤

め
先

の
電
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号
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を
記

入
し

て
、

〒
2
7
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松

戸
市
小

根
本

七
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八
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ガ
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第
ニ
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松
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市
消
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生
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セ

ン
タ

ー
へ

※
相
手

の
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介
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初
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抽

選
し
。

当

選
者

に
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連
絡
し

ま

す
。
紹

介

後
は
自

主
交

渉
に

な
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ま
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○

次

回
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分

に

つ

い

て

品

物
を
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り

た

い
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は
、
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月
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困

ま
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、
電

話
で

申
し
込
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く

だ
さ
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一
人
三

点
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で
）
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３
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ま
す
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価

格
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一

万
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ま
で
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、
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品
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・

自

転
車
な

ど
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扱

い
ま

せ

ん
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生
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ー

昔
莇

・
7
3

2
9
番

リ
サ
イ
ク
ル
広
場



見に行こう　聴いてみよう　文化施設だより

≫368-1237 番

*5367-7810 番

期　間 内　　容 問い合わせ先

３／ ２(日)まで 松戸市書道展 市教育委員会社会教育課 き366-ﾜ462 番

３／４く火)～9(日) 明第一地区子ども会作品展 市こども課　　　　　　　0366 ―1111 番

7㈲～9 く日） 聖徳大学美術部卒業制作展 高垣　　　　　　　　　　0332- ワ153番

11 ㈲～16(日) 小金原写友会写真展 小金原写友会　　　　　 ≫341  ―ﾜ062 番

13叫 ～16(|ﾖ) 草月流華展 草月華のグループ　　　　tt362 ―8120 番

18㈲～2卸）
華墨会水墨画展 華墨会　　　　　　　 酋3∠13－ﾜ430 番

高野敏博個展 高野　　　　　　　　　　 酋38 ワー5311 番

19ぐ水卜23( 日) 中央学院大学春季学外写真展 宮野　　　　　　　　　　a345 ―4444 番

詼卜300日) 松戸水彩会展 松戸水彩会　　　　　　 昔38ワー2721 番

開館時間…午前10 時～午後6時( 月曜日は休館)

松戸駅市民ギャラリー
曷社会教育課十
fi 366―7462番

期間 3/6 mまで ７窗 ～20 竭 21 銜 ～4/3 ㈲

東
ザ・きリ絵松戸 作品展

圖岡田0344-ﾜ608 番

松戸あひる会絵画10 号展

睚及川≪385-ﾜ233 番

ジャコビ稻 誤)会

イギリス刺繍展

圓金沢0364-1811 番

西
グループ敬油絵展

顫赤城0346-ﾜ846 番

あすなろ会洋画展

獣伊倉昔3∠13-0128 番

翠書道会

｢春のよろこび｣ 書展

髓山口≫342 ―1049 番

森のホール21 0384-5050 番

＼ 期 日 内　　　容　（☆印は有料） 開満間 問い合わせ先

大
ホ
ｌ
ル

3/1 仕）中島啓江コンサート　　　　　☆ 15:00 松戸友の会 昔04ﾜ1 －ﾜ3 －ﾜ626 番

２(日)
ヘンゼルとグレーテル・

こどもザバンバンうたいまショー ☆
14 二30 東京児童劇場O03-3980-8161 番

7銜 谷村新司リサイタル　　　　　 ☆ 19:00 牛ョードーロツケンO048-857-9900 番

昿 金子由香利リサイタル　　　　 ☆ 18:00 労音東葛センター0365-9911 番

９(日) 和名ヶ谷中学校吹奏楽部第10回定期演奏会 13:30 和名ヶ谷中学校　 酋391-1818 番

20 吩
男のふれあい・とらちゃん音頭
成田理恵新曲発表会　　　　　 ☆

18:00 とらや　　　　　O386-30ﾜ1 番

23(日) ときわ平少年少女合唱団第４回定期演奏会☆ 14 二00 加藤真理子　　　O384-60ﾜ9 番

小
ホ

｜ル

3/1CD おたまじやくしコンサートー５
14:30

1ﾜ:30

ペルカント音楽学院

O0471-6 ワー4054 番

2(日) スプリングファミリーコンサート　☆ 14:00 阿部雪子　　　　0389-3860 番

7窗 立川志の輔独演会　　　　　　☆ 18:30 松戸市文化振興財団R384 ―5050 番

9(日)ファミリーのための名曲コンサート ☆ 14:30
松戸クラシック音楽を楽しむ会

S362-3ﾜﾜ5 番

1頓 フルートとピアノのリサイタル 18:30 小林素子　　　　0388-0423 番

15tt)ヴァイオリン・ピアノ発表会 14:30 岩澤康子　　　　 ≪343 ―9384 番

20 ㈲ 春の小川ピアノ教室発表会 14:00 遠藤晴江　　　　0388-0454 番

21 窗 第六中学校オーケストラ第３回定期演奏会 18:00 第六中学校　　　O343-1208 番

22 圉
｢脳内ヒーリング｣ 出版記念ときめきと

くつろぎの講演会　　　　　　 ☆
14:00
バランスクリニカルセンター

a345 ―1800 番

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス
………O366-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時
休日と土曜･午前９時～翌日午
前９時
◆夜間急病診療所…≪368-3756番
衛生会館内･毎日午後8時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所

………S365-3430 番
衛生会館内･午後8 時～11時

戸定歴史館 O362-2050 番

期間・催し物 内　　　　　 容

4/16團まで

戸定のくらし
Parti

松戸徳川家伝来の絵画・調度品を展示します。かつでの戸定邸の生活

空間を彩っていた品々をご鑑賞＜ださい。

展示品…立原杏所筆「山水幽居図」、藤原広長筆「物語図屏風」など

入館時間…午前9時30 分～午後4時30 分（月曜日は休館） 入館料…大人60 円 、高大学生40 円 、

小中学生20 円（第2・4土曜日は、小中学生の観覧は無料です）

※戸定邸「使者の間・従者の間」の復元工事を実施します。周辺および来園の皆様にご迷惑

をおかけする場合もありますが、ご理解とご協力をお願いします。

I●" り.-.･　‾.
368 －0070 番

Xi･I　　　　　 ・

期 日 内　 容 （☆印は有料） 開演時間 問 い 合 わ せ 先　　 ．

3/1 仕） 演奏会コンピューターと音 ☆ 14:00 谷中 初枝　　　　　　　 ≪343-8358 番

2(日) バレエ発表会 15:00 高橋史恵　　　　　　　 酋362-6371 番

4 ㈲ クラップスコンサート　　 ☆ 18:00 三崎哲郎　　　　　　　≫362- 3634 番

6 團 演劇公演「たんぽぽ」 19:00 中屋敷寿子　　　　　　0363-ﾜﾌ57 番

7 ㈲ 演劇公演「たんぽぽ」 14二00 18:30 中屋敷寿子　　　　　　 酋363- 7ﾜ5ﾜ 番

８汢）ピアノ発表会 13:15 北田美恵子　　　　　　a  341- 3656 番

14 窗 室内楽コンサート　　　　 ☆ 19:00 高須久子　　　　 昔04ﾜ1- 84- 2526 番

16(日)小さな音楽会 13:30 高久進　　　　　　　　0363- 0213 番

18(火)ピアノコンサート　　　　 ☆ 18:00 黒田裕子　　　　　　　0367-9565 番

21 窗 松戸子ども劇場高学年例会　 ☆ 13:30 中村幸恵　　　　　　　0347- 4446 番

22 仕）春の親子平和映画鑑賞会 14:00 市総務部総務課　　　　公366- 1 1 1 1番

23(日)

松戸シティフィルハーモニー
管弦楽団演奏会

13:00 平野信美　　　　　　　 ≪364- 9ﾜ6ﾜ 番

カラオケコンテスト 18:00 冨永＜に子　　　　　0341-3623 番

※月曜日は休館

博物館 S384-8181 番

期　　間 内　　　　容

3/1 tt)~30(l日)

午後1 時15 分･3 時15

分から15 分間(土･日

･祝・休日は午前11

時からも上映)

ハイビジョン映像｢ 平山郁夫/シルクローﾄﾞから薬師寺壁画へ｣

会場講堂　観覧無料

※4/1 (火)からは｢ 永遠のマエストロ/イタリア美術紀行｣(41 分間)を上映

します。講座・講演会等で上映を中止することがあります。

3/2(日)まで

松戸市所蔵美術品展

内容油彩画 一日本画・彫刻・陶芸等、松戸市ゆかりの美術家の作品を一

堂に会し紹介　会場企画展示室　観覧無料

3/9(日)

午後1時30 分～

3時45 分

講演会｢ 西アジアの遺跡を掘る－シリア・ハブール川の遺跡調査から｣

内容筑波大学調査団によって行われたシリアの古代集落遺跡テル・ウン

ム・クセイルの発掘調査についての講演　講師常木晃(筑波大学助教授卜

倉田恵津子(市立博物館学芸員) 会場講堂　定員先着80 人　費用無料

[甲電話で市立博物館講演会係S384-82ﾜ2 番へ

3/20<M ～5/110日)

開館５周年記念特別展｢ シルクロードとガンダーラ｣

内容市立博物館所蔵のガンダーラ地方(現在のパキスタン北部)の出土品

を中心に国内に所蔵されている関連資料も含めて展示し、シルクロード

を通じた東西文化交流の姿を紹介　会場企画展示室　観覧料一般400 円

(320 円)・高大学生200 円(120 円)・小中学生120 円(60円)[(　)内は20

人以上の団体料金]

※常設展示観覧料とは別料金になります。

入館時間…午前9 時30 分～ 午後4 時30 分　常設展観覧料…一般300 円(240 円)･高大学生150円

(100 円)･小中学生100 円(60 円)。(　)内は20 人以上の団体料金　※第2・4土曜日は、小中学生

の観覧は無料です。　休館日…月曜日(祝日に当たるときは翌日)･第4金曜日(館内整理日) 総

合展示解説ツアー…毎週土・日曜日と祝日の午後2 時から30 分間 、解説員による総合展示解説

ツアーを開催しています(参加者は観覧料が必要です)。

21世紀の森と広場パークセンターの催し物は7面に掲載しています。

※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約をお願いします。

市民会館
トイレの改修工事のため、ホールのみ休館します。

文化ホールギャラリー

救急医療体制

市民劇場

相談名 期日

時間
会場

交通事故
月～金曜日

午前9時～刹拈時
市民相談室

市
役
所
相
談
コ
ー
ナ
ー

市政･一般 午前8時30分～刹飭時

法黼 談☆
|毎週火･木､第･･ 第4月曜日｜　刹麦1時～５時

市

役

所
相
談

コ

｜
ナ
１

厂 鈩丿渝 て ∩ 湎 ‾蒔こ正半

税務相談

登記相談

行政相談

第２金曜日 刹灸1時～５時

第３金曜日 刹変1時～４時30分

第２・第４月曜日 刹戔1時～３時

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後４時

外国人相談 第２・第４火曜日 午前９時～正午

労働相談 第1 ・第３月曜日 午後1時～5 時 商工観光

課労政係※労働相談は東葛飾支庁商工労政11(0361-4089 番)でも行っています。

4(火)

午前100寺～午後3 時

常盤平支所 国
民
年
金
課
適
用
係

7淦） 小金支所

11(火) 小金原支所

14(金) 馬橋支所

18(火) 六実支所

21淦） 新松戸支所

25(火) 矢切支所

28(£) 東部支所

月～金曜日 午前９時～午後4 時
消費生活センター

0365- 6565 番

巡

回

年

金

相

談

消費生活襟

第1～第４金曜日

午前10B寺～午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社
会
福
祉
協
議
会

３(月) 馬橋支所

４(火) 六実支所

４(火) 小金支所

5團･19 團 常盤平支所

５冰)･19(*) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

６休)･27&) 小金原市民ｾﾝﾀｰ

第１～第３月曜日 午前10時～刹灸４時 女性センター

(相談室直通)

0363  - 0505番

第４月曜日 午後1 時～７時

火･ 金曜日 午前10時～午後４時

毎月第２火曜日 刹剔時30分～4時30分
女性センター

0364  - 8778番

月～金曜日
午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

教 育研 究 所

S366- 7461 番

月～金曜日 午前8時30分～午後5時
北松戸保育所

S367- 4646 番

相談名 〉
期日 時間

会場 問

第1～第４金曜日

午前100寺～午後3 時

市役所相談コーナー

市 松千
援戸葉
護 支地
課 局方
庶　 法
務　 務係　 局

4(火) 小金支所

Ａ 惟 怛i 灰

５冰） 常盤平支所

6閑 小金原市民センター

必人揄稍谿は干莖仙方沾孩莇松戸^HUa3 昭一R77R番)でも行っています。

心

配

ご

と

相

談

ゆ うま つど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労 働 相 談

就学相談･

教育相談･

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

お気軽にご相談＜ださい　３月の相談あんない
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